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12月補正予算（案）

市民文化セ

ンター
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か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
十
八
日
間
の
会

Ｅニヨ補Ｅセ
Ｆ月ｉ正ヨン

ｉ－｜予ｉタ
ヨ日ヨ算口

功ヽｉ案Ｅの
ｉらｉなｉ建

Ｅ施ｉど1設

Ｅ行Ｅ二ｉ経

ｉさｊ十ｉ費

ＥれＥ議Ｅ｀

ｉるｉ案ｉ生

Ｅのヨカリ活
μニＥ提Ｅ保

｜伴｜案Ｅ護

ＥいｉさＥ費

｜｀1れ｜の

｜宇ｉてｉ追

Ｅ治Ｅい功口

｜市Ｅま｜な

｜老｜すＥど
Ｅ人ｉリを

ｉ保Ｅま｜計
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わ
れ
て
い
ま
す
。

国
鉄
宇
治
駅

駅
ビ
ル
構
想

こ
の
定
例
心
一
に
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
四
号
）
案
か
ほ
じ

め
、
宇
治
市
交
通
災
害
共
済
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
案
、

宇
治
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
な

ど
二
十
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
各
委
員
会
で
議
案
等

の
審
議
が
行
わ
れ
、
十
二
月
二
十

四
日
の
本
会
議
で
議
決
さ
れ
る
予

｜健ヨたｉ上ｉ

し
た
五
十
七
年
度
一

般
会
計
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老
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保
健
法
が
五
十
八
年
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事
業
特
別
会
計
の
新
設
が
行

Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
ｅ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
―
－
―

民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
経
費
を

計
上
。
こ
の
他
に
、
駅
周
辺
に
お

け
る
バ
イ
ク
・
自
転
車
の
放
置
対

策
を
ず
す
め
る
た
め
、
近
鉄
大
久

保
駅
自
転
車
駐
車
場
の
新
設
事
業

費
や
牛
居
保
護
費
の
追
加
、
西
宇

治
都
市
下
水
路
築
造
事
業
費
の
追

加
、
消
防
本
署
非
常
電
源
及
び
高

圧
受
変
電
設
備
設
置
事
業
な
ど
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
鉄
宇
治
駅
を
十
五
万

都
市
の
表
玄
関
と
仙
他
備
す
る

。
駅
ビ
ル
構
芦
を
す
す
め
る
た

め
、
立
地
分
析
、
需
要
予
測
な
ど

の
調
査
費
欠
計
上
し
て
い
ま
ず
。

そ
し
て
、
駅
北
部
の
整
備
構
想
に

つ
い
て
も
近
ぐ
ま
と
め
る
宇
治
地

―12月補正後額－

昭和57年度予算規模

237億4，611万円

3，326万円

4，958万円

42億6，233万円

6億6，096万円

5，678万円

4億5，218万円

7，760万円

16億5，946万円

一般会計

特別会計

農業共済事業

交通災害共済事業

国民健康保険事業

公共下水道事業

住宅新築資金等貸付事業

老人保健事業

都市計画事業

水道事業

域
整
備
計
画
案
の
中
で
不
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

債
務
負
担
行
為
と
し
て
は
、
庁

舎
建
設
初
度
調
弁
備
品
購
入
事
業

に
四
千
万
円
、
川
東
京
大
線
街
路

用
地
購
入
事
業
に
九
千
万
円
、
善

法
地
区
環
境
整
備
用
地
購
入
事
業

の
追
加
に
四
千
万
円
か
計
上
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
五
十
八
年
二
月
一
日
か

ら
老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
る
の

に
伴
い
、
宇
治
市
老
人
保
健
事
業

特
別
会
計
の
新
設
な
ら
び
に
宇
治

市
都
市
計
回
事
業
用
地
先
行
取
得

事
業
特
別
会
計
の
新
設
夕
行
っ
て

い
ま
す
。

補
正
予
算
案
の
あ
ら
ま
し

▽
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
経
費

に
五
千
万
円
（
総
額
三
上
八
億

円
の
継
続
費
冷
設
定
）
。

▽
襲
福
祉
事
業
積
立
金
の
追
加

に
三
百
万
円
。

▽
近
鉄
大
久
保
駅
自
転
車
駐
車
場

新
設
事
業
に
二
百
六
十
五
万
一

千
円
。

▽
白
川
製
茶
共
同
工
場
整
備
事
業

補
助
金
に
七
百
九
土
八
万
三
千

円
。

▽
府
営
巨
椋
池
地
区
水
質
障
害
対

策
事
業
分
担
金
に
二
千
六
百
一

万
八
千
円
。

▽
年
活
保
護
費
の
追
加
に
一
億
三

千
五
百
万
円
。

▽
考
人
保
健
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
に
三
千
百
十
二
万
六
千
円
。

▽
市
道
西
笠
取
線
道
路
改
艮
事
業

費
の
追
加
に
六
百
四
十
万
円
。

▽
西
宇
治
都
市
下
水
路
築
造
事
業

追
加
に
四
千
百
万
円
。

▽
ダ
ン
プ
式
機
動
車
購
入
事
業
に

三
亘
♀
万
円
。

▽
消
防
本
署
非
常
電
源
及
び
高
圧

受
変
電
設
備
設
置
事
業
に
千
七

百
八
十
万
円
。

▽
五
十
八
年
統
一
地
方
選
挙
準
備

経
費
に
四
百
八
十
一
万
五
千
円
。

▽
国
鉄
宇
治
駅
駅
ビ
ル
基
本
構
想

策
定
委
託
料
に
二
百
万
円
。

テープカットをする池本正夫管理者ら

129

推
進
へ
調
査
費

定
で
す
。

一
般
4
Ｋ
計
の
補
正
総
額
は
四
億

六
千
九
十
五
万
一
千
円
で
、
一
般

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
二

百
三
十
七
億
四
士
〈
百
十
一
万
三

千
円
と
な
り
季
ｙ
。

主
な
事
業
で
は
、
「
創
造
し
参

加
す
る
文
化
」
の
拠
点
と
し
て
、

い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
市

城南衛生管理組合

｀ ● 4 戸 ゛ ・ ’

沢
第
二
清
掃
工
場
が
完
成

処
理
能
力
一
日
5
1
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
充
実

ｆ

ｉ1．

Ｑ

完
成
し
た
沢
第
二
清
掃
工
場

宇
治
市
な
ど
三
市
三
町
で
構
成

す
る
城
南
衛
生
管
理
鰻
吊
ほ
、

こ
の
ほ
ど
沢
第
二
清
掃
工
場
が
完

成
。
住
民
の
快
適
な
暮
β
し
の
環

境
を
守
る
た
め
本
格
的
な
運
転
が

始
ま
り
ま
し
た
。

さ
る
十
一
月
二
十
九
日
に
は
。

同
工
場
の
竣
工
式
と
同
組
合
設
立

二
十
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

池
宗
管
理
者
（
宇
治
市
長
）
は
「
現

状
に
満
足
す
る
こ
と
な
ぐ
、
長
期

的
展
望
に
た
っ
て
管
内
住
民
の
暮

ら
に
工
い
環
境
づ
ぐ
り
の
充
実
に

男
め
て
い
き
た
い
」
Ａ
＞
ｉ
§
Ｃ
．
さ
つ

し
ま
し
た
。

同
組
合
は
三
十
七
年
に
弱
足
。

当
時
九
万
九
千
人
で
あ
っ
た
管
内

人
口
岳
程
で
は
三
十
三
万
九
千

人
と
増
加
し
、
し
尿
の
搬
入
量
も

年
間
で
十
三
万
五
千
＊
ｏ
3
と
約
十

三
倍
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
沢
第
一
工
場
（
処
理
能
力

一
日
四
百
＊
ｄ
3
）
だ
け
で
は
管

内
の
し
尿
処
理
が
で
き
な
く
な
り

第
二
工
場
建
設
を
す
す
め
て
い
た

も
の
で
す
。

完
成
し
た
第
二
工
場
は
、
鉄
筋

二
階
建
て
、
（
延
べ
面
積
約
六
千
平

方
封
）
で
、
総
工
費
約
十
八
億
五

千
万
円
。
一
日
の
処
理
能
力
は
百

十
＊
ｄ
Ｉ
5
Ｐ
す
。
そ
し
て
。
こ
れ

ま
で
の
設
備
刄
ぽ
不
可
能
だ
っ
た

窒
素
や
リ
ン
奮
驚
薩
ぐ
こ
と
が

で
き
る
二
段
活
性
高
度
処
理
機
能

夕
偉
え
て
い
求
7
．
第
二
工
場
の

完
成
に
よ
り
、
」
尿
の
処
理
能
力

は
一
日
五
百
十
＊
ｏ
3
と
な
り
ま
し

た
。市

と
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、

年
末
・
年
始
の
ご
み
、
し
尿
特
別

収
集
日
程
を
組
み
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
快
適
な
お
正
月
を
迎
凡
て

い
た
ｉ
ｖ
た
め
に
、
万
全
の
体
制

を
と
り
ま
す
。
美
し
い
自
然
と
清

潔
な
街
つ
ぐ
り
に
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

免許証

なくそう飲酒運転

飲
酒
運
転
追
放
市
民
運
動
が
、

昨
日
十
日
か
ら
来
年
一
月
十
日

ま
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
に
は
忘
年
会
や
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
＼
・
Ｉ
、
新
年

会
な
ど
お
酒
鷺
飲
む
機
会
が
多

く
な
り
康
ｙ
。
ぷ
し
ぐ
ら
い

な
ら
・
・
ぶ
と
か
、
£
正
月
だ

か
ら
ち
ょ
っ
と
一
汗
と
い
う

気
持
が
悲
惨
な
事
故
に
つ
な
が

り
未
了
。

今
年
に
入
っ
て
宇
治
市
内
の

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
二
十

七
件
（
宇
治
署
調
べ
）
。
う
ち
一

人
が
死
｛
に
于
る
な
ど
、
昨
年
同

期
と
比
べ
て
増
え
て
い
ま
す
。

「
飲
ひ
な
ら
乗
る
な
、
乗
る

な
ら
飲
む
な
」
を
ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
ぴ
が
守
り
ま
し
ょ
う
。

飲酒運転追放運動を展開中

建設ヘ前進

年末・年始防犯活動実施中

一
般

会
計
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一
足
先
に
お
正
月

保
育
所
で
お
も
ち
つ
き

。
。
″
ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
″

威
勢
の
よ
い
音
が
聞
え
未
了
。

十
二
月
一
日
、
市
立
小
倉
双

葉
園
保
育
所
で
は
、
一
足
先
に

お
も
ち
つ
章
谷
が
行
り
れ
ま

し
た
。

園
児
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
、
保
母
さ
ん
た
ち
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
重
い
き
ね
を

持
ち
王
げ
て
、
力
強
く
振
り
お

う
し
て
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
昔
か
ら
の
吝
ね
や

・
．
ｒ
千
か
便
っ
た
お
も
ち
つ
き
を

知
ら
な
い
園
児
は
大
喜
び
。

さ
っ
そ
ぐ
つ
登
の
が
っ
た
お

も
ち
を
き
な
粉
に
ま
ぶ
せ
た
り
。

帝
忿
大
れ
た
り
し
て
、
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

同
日
、
西
小
倉
保
育
所
で
も

お
も
ち
つ
き
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。

私
の
幸
入
は
サ
ラ

リ
ー
ミ
ぷ
、

年
末
調
整
と
確
定
申

告
の
関
係
は
ど
の
ぶ
コ
に
な
り

求
ふ
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

サ
ー
ブ
リ
ー
マ
ン
が
も

ら
弓
給
料
か
ら
は
、

所
得
税
と
住
民
税
が
天
引
膏
き

れ
て
い
未
了
。

所
得
税
は
国
の
税
金
で
、
毎

年
十
二
月
に
年
末
調
整
で
精
算

公民館のお知らせ

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

宇
治
市
公
民
館
が
開
い
た
「
年

賀
杭
つ
く
り
教
室
」
の
作
品
か
展

示
し
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
Ｗ
Ｈ
日
出
～
2
2
日

團
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
公
民
館
1

階
。

市
営
住
宅

入
居
者
募
集

市
で
は
市
営
住
宅
の
補
充
入
居

者
套
奮
Ｉ
蕃
す
。

◆
神
明
宮
東
団
地
（
新
設
）
・
・
・

第
一
種
、
第
二
種
、
心
4
障
害
者

向
け
住
宅
＝
合
計
1
4
戸
▼
家
賃
…

第
一
種
住
宅
＝
月
額
二
万
八
千
百

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
確
定
申
告
の
関
係
は

さ
れ
未
了
。
住
民
税
は
精
算
さ

れ
て
確
定
し
た
所
得
と
所
得
控

除
に
所
つ
い
で
1
算
し
、
翌
年

の
六
月
か
ら
翌
々
年
の
五
月
ま

で
の
十
二
ヵ
月
の
分
四
海
汲

さ
れ
毒
ｙ
。

そ
れ
で
は
な

ぜ
年
末
調
整
が
…
…
…

必
要
な
の
で
し

ｉ

ｐ
よ
う
刄
…
…
‥
‥
’
…
…
Ｊ
’
‘
”

そ
れ
は
、
年

の
途
中
で
赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ
た

り
し
て
扶
養
親
族
の
数
が
倉
石

る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
本
人
や

扶
養
し
て
い
る
家
族
が
、
生
命

保
険
や
損
害
保
険
、
国
民
年
金

な
ど
の
支
払
い
を
し
て
い
る
場

合
の
控
除
は
、
年
末
に
一
度
に

引
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、
毎
月
の
給
料
や
ボ

ー
ナ
ス
か
ら
宍
引
き
さ
れ
た
所

得
税
と
、
一
年
間
の
収
入
に
対

す
る
正
し
い
税
額
と
か
比
べ
て
、

納
め
す
ぎ
て
い
た
ら
還
付
（
税

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
給
与
の
年
収
が
一
千
万
円
を

超
え
る
人

口
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万

円
を
超
え
る
人
（
住
民
税
の

生
命
保
険
料
な
ど
は

年
末
に
一
括
控
除

金
が
戻
っ
て
ぐ
る
こ
と
）
さ
れ

不
足
し
て
い
た
ら
納
め
る
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
ぷ
つ
に
、
大
部
分
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
年
末
調
整
に
よ

っ
て
、
一
年
間
の
所
得
税
の
納

税
は
完
了
し
乖
ふ
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で
も
次
の
よ
シ
な
人
は

場
合
は
二
十
万
円
以
下
で
も

里
昂
必
要
で
す
。
）

ま
た
、
確
定
申
告
を
ず
る
義

務
の
な
い
人
で
も
、
次
の
ぷ
コ

な
場
合
は
確
定
申
告
掌
恚
と
、

天
引
き
さ
れ
た
所
得
税
が
肩
付

さ
れ
、
・
住
民
税
も
安
く
な
る
こ

と
が
あ
り
季
子
。

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ＢＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（豊⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（豊⑩4687）

創
作
教
室

～
し
め
な
わ
づ
く
り
～

わ
ら
で
し
め
な
わ
を
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
：
1
2
月
2
3
日
團
、
午
後

1
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

市
公
民
館
3
階
大
会
議
室
▼
指
導

円
～
三
万
二
千
四
百
円
、
第
二
種

＝
月
額
二
万
二
千
円
～
二
万
五
千

四
百
円
◆
横
島
吹
前
団
地
（
既
設
）

・
：
第
一
種
、
第
二
種
、
心
身
障
害

者
向
け
住
宅
大
昇
3
戸
▼
家
賃

・
・
・
第
一
種
住
宅
＝
月
額
一
万
八
百

円
一
二
万
二
千
円
、
第
二
種
住
宅

＝
月
額
六
千
八
百
円
～
九
士
（
百

円
▼
申
込
み
資
格
＝
住
宅
に
困
っ

］
‥
マ
イ
ホ
ー
ム
か
取
得
し
た
人

口
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

人

日
災
害
に
あ
っ
た
人

蜘
勤
め
か
連
中
で
や
め
て
再
就

職
し
て
い
な
い
人
な
ど
で
す
。

な
お
、
確
定
申
告
は
来
年
二

月
土
八
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
に
宇
治
税
務
署
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

…
宇
治
市
公
民
館
職
員
▼
対
象
…

市
内
在
住
の
1
8
歳
以
上
の
人
▼
定

員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
教
材
代

・
：
百
円
▼
申
込
み
・
：
宇
治
市
公
民

館
へ
来
館
さ
れ
る
か
、
電
話
で
申

込
み
鴛迎

春
準
備
講
習
会

新
年
夕
迎
え
る
準
備
の
た
め
の

講
習
会
を
開
き
ま
す
。
ご
参
加
ぐ

だ
さ
い
。

〈
フ
キ
料
理
講
習
会
〉

地
元
特
産
の
フ
キ
タ
便
っ
た
料

理
で
ｙ
。

▼
と
き
・
・
・
Ｗ
以
曾
萌
、
午
前

9
時
半
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉

公
民
館
▼
講
師
…
宇
治
市
農
業
協

同
組
合
専
属
料
理
講
師
・
奥
村
海

南
子
さ
ん
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着

て
い
る
市
内
在
住
者
で
、
同
居
者

ま
た
は
同
居
し
よ
フ
と
す
る
親
族

（
内
縁
関
係
や
婚
約
者
も
含
む
）

が
あ
り
、
基
準
収
入
以
内
（
第
一

種
＝
収
入
月
額
八
万
七
千
円
以
上

十
四
万
一
千
円
以
下
、
第
二
種
ａ

収
入
月
額
八
万
七
千
円
以
下
）
で

市
内
に
ｚ
人
の
保
証
人
が
い
る
大

▼
申
込
み
…
1
9
一
月
2
1
日
ま
で
に
営

繕
課
へ
。

申
込
用
紙
の
交
付
お
よ
び
問
い

｛
Ｂ
せ
は
営
繕
課
住
宅
係
ま
で
。（

営
繕
課
）

京
都
府

交
通
遺
児
奨
学
金

京
都
府
交
通
遺
児
奨
学
金
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
交
付
対
象
者
・
：
交
通
事
故
で

親
な
ど
を
失
っ
た
乳
幼
児
（
就
学

前
）
▼
支
給
額
…
年
額
六
千
円
▼

申
請
用
紙
…
交
通
労
政
課
に
あ
り

順
）
▼
教
材
代
・
：
五
百
円
▼
申
込

み
…
教
材
代
舎
邸
え
て
小
倉
公
民

館
へ
来
館
し
、
申
込
み
鴛

〈
お
正
月
用
生
け
花
講
習
会
〉

新
年
を
あ
な
た
の
生
け
た
花
で

飾
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
1
2
月
2
8
Ｅ
㈹
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公

民
館
▼
講
師
…
桑
原
専
慶
流
・
永

井
道
子
さ
ん
ｙ
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
教
材
代
・
・
・
三
千
円
▼
持

ち
物
・
：
は
さ
み
、
剣
山
▼
申
込
み

・
・
・
教
材
代
夕
添
え
て
小
倉
公
民
館

へ
来
館
し
、
申
込
み
罵

迎
春
教
室

〈
お
せ
ち
料
理
〉

手
軽
に
で
き
る
お
せ
ち
料
理
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
す
▼
申
請
期
限
…
1
2
月
2
4
日
倒

ま
で
▼
申
請
先
・
：
交
通
労
政
課
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
交
通
労

政
課
ま
で
。
（
交
通
労
政
課
）

市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

ボ
ラ
ン
テ
″
ア
の
意
味
と
役
割

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
、
テ
ー
マ
…
左
表
▼
場

所
・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
原

則
と
し
て
市
内
在
住
者
▼
受
講
料

・
・
・
無
料
▼
定
員
…
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
・
・
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
″
ア
セ
ン
タ
ー
（
容
⑩
－

5
6
5
0
）
。（

襲
記
祉
協
議
会
）

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

目
の
不
自
由
な
人
に
本
や
新
聞
、

雑
誌
な
ど
忠
報
ひ
上
石
ン
グ

市民ボランティア教室日程表

回 日程 テーマ 講師

1
1月22日出

午援！峙～畔

ｎｎ？ティア活勣入門」
安藤和彦さん（京都文教短大

講師）

2
1月29日出

午ｍ呻－正午
噸悶義信

障害ｊ

杉本一義さん

（龍谷大学教Ｓ）

3
2月5日倒

午＊Ｉ1畔－正午

讐？ａｉ琵2

に＊む」

野畑見さん（京都穂覚言語

障書者福≪；ｔ≪会

4
2月12日出

午ｍｍ－正午

高齢≪編その｜ｒ高齢化社会の

到来をむかえて」 辻村禎彰さん（明星園園ｓ．）

5
2月19日出

午ｍｍ－正午
高ｎ≪編その2「これからの高齢者

福祉施策について」

竹内杞三さん（宇片市福祉

事務所長）

6
2月26日出

午ｉｌ畔～正午

理論編その1「ヶ－ス・ワーク

の方法」

大塚ｉｌ雄さん

（同志社大学教Ｓ）

7
3月5日出

午前ｉ琳－正午
理論編その2「民生委貝制度と’

ボランティア活動」

芝田宇佐男さん（京都府杜ｔ≪

事葉部艮）

8
3月12日（±）

午ｉｉｏ時－正午

％

（車ィス介助・盲人かィド）

ボランティア

センター事務局

9
3月ｌ9日山

午前1游一正午

実技編その2ｒねたきり老人

の介護方法）

杉島怜子さん

（精華町杜協理事）

10
3月26日出

午前】叫－正午

終了講座「地域福祉と

ボランティア活ｌＳｊ

井岡勉Ｓん

（同志社大学教授）

▼
と
き
・
：
1
9
一
月
2
2
日
叫
午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木

幡
公
民
館
▼
講
師
・
：
料
理
研
究
家

・
寺
崎
ひ
ろ
子
さ
ん
▼
対
象
・
：
市

内
在
住
の
婦
人
▼
定
員
…
2
5
人

（
先
着
順
）
▼
教
材
代
・
：
千
五
百
円

▼
申
込
み
・
：
教
材
代
を
添
凡
て
木

幡
公
民
館
へ
来
館
し
、
申
込
み
欠

（
生
け
花
講
習
〉

お
正
月
に
花
夕
生
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

ｙ
と
き
・
：
1
2
月
2
7
日
囲
、
午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木

幡
公
民
館
▼
講
師
・
：
木
幡
公
民
館

職
員
▼
対
象
…
市
内
在
住
の
婦
人

▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
教

材
代
…
二
千
円
▼
申
込
み
…
教
材

代
忿
學
λ
て
木
幡
公
民
館
へ
来
館

し
、
申
込
み
蔵

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
習
会
を

章
人
協
必
一
の
主
催
で
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
凹
Ｔ
月
1
7
日
面
～

3
月
2
8
日
囲
ま
で
の
月
曜
日
1
0
回
、

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
…
藤
谷

昭
子
さ
ん
（
元
Ｋ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）
▼
対
隼
：
原
則
と
し
て
毎

回
参
加
で
き
る
人
▼
定
員
・
・
・
2
0
人

▼
申
込
み
・
・
・
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
容
⑩
－
3
1
4
1
内
線
2
3
4
）
。

（
福
祉
課
）

市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
・
・
ｐ
一
月
1
2
日
㈲
、
午
前

8
時
2
0
分
集
合
▼
集
合
場
所
・
・
・
京

阪
宇
治
駅
前
バ
ス
停
（
8
時
3
4
分

バ
ス
乗
車
）
▼
行
き
先
・
：
宇
治
田

原
高
尾
↓
大
峯
林
道
↓
禅
定
寺
↓

猿
丸
神
社
（
約
1
9
一
Ｊ
）
▼
昼
食
各

自
持
参
、
交
通
費
各
自
負
担
、
雨

具
用
意
の
こ
と
▼
雨
天
の
握
－
・
：

1
2
月
1
9
日
面
に
延
期
。

（
市
民
体
育
課
）

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

〈
菟
道
・
明
星
町
地
域
〉
▼
と

き
・
：
1
2
月
1
6
日
俐
、
午
後
7
時
半

か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
三
室
戸
簒
屏
。

協
議
会
は
公
開
で
、
住
民
の
み

な
さ
ん
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

（
企
画
課
）

北
槇
島
小
学
校

校
章
が
決
定

来
年
四
月
に
扨
島
町
本
屋
敷

に
開
校
す
る
北
横
島
小
学
校
の

校
章
が
決
ま
り
ま
し
た
。

応
募
い
た
だ
い
た
十
四
人
の

作
品
三
土
ハ
点
か
ら
審
査
し
選

考
し
た
も
の
で
す
。

決
定
し
た
作
品
は
、
木
幡
東

中
の
山
崎
功
さ
ん
（
5
2
歳
）
の

作
品
で
、
「
北
」
と
「
棋
」
を

図
案
化
、
大
地
を
力
強
ぐ
踏
み

し
め
、
地
域
と
学
校
が
協
調
し

揚
崇
す
こ
や
か
に
育
て
、
未

来
に
向
か
っ
て
飛
び
た
っ
雄
姿

奎
奈
じ
て
い
ま
す
。（

学
校
教
育
課
）

力
ラ
オ
ケ
騒
音
防
止
に
協
力
を

カ
ラ
オ
ヶ
で
自
慢
の
歌
を
Ｉ

曲
と
い
う
ぷ
っ
に
、
年
末
年
始

は
、
カ
ラ
オ
ヶ
装
置
蛮
利
用
す

る
機
会
が
増
え
て
、
近
隣
住
民

か
ら
の
苦
情
も
多
く
な
り
ま
す
。

飲
食
店
の
営
業
等
に
伴
っ
て

発
牛
于
る
墾
ほ
、
京
都
府
公

害
防
止
条
例
で
規
制
さ
れ
て
ぃ

半
］
。

飲
食
店
営
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、

利
用
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
も

近
隣
の
迷
惑
と
な
る
カ
ラ
オ
ケ

騒
音
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

深夜営業飲食店の規制基準等
い
。
（
環
境
保
全
課
）

区域の区分
1住専 近商

工業2住専 商業
住居 準工業

ａ．制基準 40ホン 50ホン 55ホン
規制時間 午後ｉｏ時～翌日午前6時
カラオヶ装Ｉ等の

使用禁止時間

午後11時～

翌日午前6時
－

注）カラオヶ装置等の音か外部へもれない構造

の店には。その使用制限は適用されません。

130

国
民
年
金
は
、
収
入
が
少
な
い
な
ど

の
た
め
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
人
に

つ
い
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

（
手
続
島
ぶ
要
）
が
あ
皇
子
。

免
除
か
受
け
た
期
間
は
年
金
の
計
算

の
某
礎
と
な
り
ま
す
が
、
納
付
済
の
期

間
の
祭
舒
算
し
ま
す
の
で
、
納
付
済

の
人
と
比
べ
る
と
年
金
額
が
少
な
く
な

り
手
。

そ
こ
で
、
国
民
年
金
制
度
で
は
、
免

除
期
間
を
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

そ
の
当
時
の
保
険
料
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

追
納
ず
る
こ
と
で
保
険
料
を
納
め
て

き
た
人
と
同
じ
年
金
額
を
受
け
る
こ
と

が
で
釜
手
］
。
生
活
に
ゆ
と
ぴ
が
で
き

た
ら
、
で
き
る
だ
け
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
や
追
納
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
国
民
年
金
係
へ
お
尋
ね
ぐ
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

免除を受けた保険料は追納で

きます

扶養

　控除

税の質

問箱

医療費

控　除

年末
講整

答 問
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